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！推進を糾弾する再稼働既存原発のによる原子力規制委員会 
！を撤回しなさい終了証合格証・審査のの適合性２号機、内１号機川　１

なさい！総ての原発の適合性審査を止め２　

！」新規制基準を作り直しなさい緩やかに過ぎ合理性を欠く「　３

さもなくば、直ちに原子力規制委員会を解散しなさい！　　

　再稼働阻止全国ネットワーク日１４月１０年１５２０

ず、デブリの状況コントロールもブロックもできの放射能汚染水原発は、　東電福島第一

がんや心臓住民に労働者に被爆を強い、作業ず、全く先が見え道も廃炉への把握もできず

j全く不十分なまま被ばく防護も被害者の救済も補償もにも拘わらず病などが多発している

。のだされているな棄民政策が正にている。地域への帰還を強い線量高被害者に

方原発稼働無しで過ごせ、使用済み核燃料の保管近く日７００電気が足りていて更に、　

原発を再稼動、）のままだ。こんな状況下でトイレなきマンション」未解決法が未定（「

。支持していないで、多くの「国民」がは、地球上の総ての命に対する冒涜ことする

高浜を容認し、１号機の再起動原発川内の九州電力８月に、規制委は、にもかかわらず　

、１５、本日川内２号機の再稼働が認められ設置変更を認可しの、伊方（四電）（関電）

。制御棒が抜かれようとしている日に

「新で作った十か月弱　これらの規制委の規制行政は全くまともなものではない。わずか

甘い甘い基準であのせずに既存原発を稼働させるためイチエフ事故の検証も規制基準」は

４月１４がり、骨子案に対しても新基準案に対しても多数の反対意見が出され、福井地裁

当然である。のはたし指弾「緩やかにすぎ」「合理性を欠くもの」と日に

　更に、川内原発の設置変更許可については、多くの科学者・技術者が問題点を指摘し、

異議申し立て行政不服審査法に基づく人がの申立１５００名約当然この認可処分に対して

予知できないとの指摘に対しての火山学者、の「違法」との指摘やさんをした。石橋克彦

。いる続けて「科学的・技術的」議論を避けも、規制委は

、私たちが異議申立をしも対して保安規定に　また、川内原発の工事計画認可に対しても

第３者には審査の妥まま公開し隠した重要部分をの申請情報の九電た。執行停止を要求し

に対する制御棒挿入時間他多く６２０ガル基準地震動、判断できないばかりか全く当性が

。からだが見られる「耐震偽装」、「白抜き偽装」の機器について

を無視して川内原発１号機が再稼動され、当・抗議・不安これら多くの「国民」の異義　

直ちにした。出力を上げる作業を延期発生し２次冷却系でトラブルが再起動１０日後に然

。かったであるのに、規制委は九電にそう命じることもしな１号機を止めるべき川内

。のことを強く申し入れる改めて、私たちは　以上から

！を撤回しなさい終了証合格証・審査のの適合性２号機、内１号機川　１

なさい！総ての原発の適合性審査を止め２　

！」新規制基準を作り直しなさい緩やかに過ぎ合理性を欠く「　３

「国民の生命、健康及び財設置目的ないなら、原子力規制委員会はもはやできがこれ　４

！直ちに解散しなさい。を達成することができない産の保護、環境の保全」　　
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